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新木小学校 2 年目を迎えます、久本 英雄（ひさもと ひでお）です。よろしくお願いします。今年度

から学校教育目標を 

『 いい声 いい顔 いい姿 ～一生懸命がかっこいい～ 』 

に変更しました。ご存知の通り、昨年度までのあらきっ子の合言葉です。これまでの伝統を踏襲しつつ、

全校の皆さんが声に出すことができ、その意味を共有できる、そんな素敵な “言葉”になっていると感

じます。 

５日(金)に行いました着任式・始業式では、元気なあらきっ子とともに、令和６年度をスタートしました。

１０日(水)の入学式では、新たに５５名の１年生を迎えました。あらきっ子は、今年度も笑顔がとても眩しく、

また、人懐っこくて、改めて大好きになりました。 

大好きなあらきっ子をさらに成長させるべく、以下の３点に力を入れて参ります。 

 

① 「あいさつ・返事」を大切にし、相手とのコミュニケーションがとれ、信頼関係（家庭・地域・学校）

を築き、全ての活動が潤滑に行えるようにしていく。 

② 「体験は全ての礎（いしずえ）」と考えているので、できる限り「学びの歩み」を止めずに子ども達

の体験活動ができる環境や状況を作っていく。 

③ 子ども達を「家庭」、「地域」、「学校」の三者の中心に据え、この三者で連携・協力・協働し、 

「ぐるみ」で子ども達の成長を見守っていく。 

 

職員一丸となって「教育目標」の実現に向けて努力して参りますので、保護者の皆様のご理解とご協

力をよろしくお願いします。 

校長 久本 英雄 

新木小学校の学校教育目標には、こんな思いが込められています。 

○いい声…元気のよいあいさつができる 

心を合わせて歌う・表現することができる 

○いい顔…笑顔でいられる、元気でいられる 

          目標に向かって充実した生活を送れている 

○いい姿…一生懸命頑張ることができる 

          自分で考え積極的に行動できる 

充実した活動ができる 

 



 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HP上では、載せておりません。 

 

こども１１０番の家について 

我孫子市教育委員会より 

「子どもを不審者から守りたい」「安心して生活できる街に」は私たちの願いです。しかし、残念ながら

子ども達が痴漢や盗撮など被害に遭ったという報告は、学校や市教育委員会に寄せられています。子

ども達の安全を見守るためには、地域の大人の力が欠かせません。 

平成９年１２月に我孫子市ＰＴＡ連絡協議会が中心となって、子ども達の避難場所として「こども１１０番

の家」を設置し、協力者の各家にはパネルを掲げるようにしています。 

現在、５５０軒を超える協力者が市内に存在し、児童・生徒の登下校時の安全に一役買ってくれていま

すが、種々の理由で、ここのところ登録者数が減少している状況です。子ども達の安全・安心のために、

ぜひ新規の登録をお願いします。 

市内にお住まいの方で「110 番の家」に協力できる方は、学区の小・中学校まで電話でご連絡くださ

い。 

連絡先：我孫子市立新木小学校電話：04-7187-1051 担当：教頭 

＜合理的配慮とは＞ 

障害のある子どもが，他の子どもと平等に「教育を受ける権利」を享受・行使することを確保する

ために，必要かつ適当な変更・調整を行うことであり，子ども一人一人の状況に応じて，個別に必要

とされるもの，体制面，財政面において，均衡を失したまたは過度の負担を課さないもの。（文部科

学省ＨＰより引用） 

例えば学校では，こんな「合理的配慮」があります。 

読み書きに困難さがある場合・・漢字にルビをふる。書く量を減らす。 

                 板書計画を印刷して渡す。文章を読み上げる。 

視覚に困難さがある場合・・・・・プリント等の用紙を拡大する。座席を前にする。 

                  拡大教科書や弱視レンズを活用する。 

指示理解に困難さがある場合・・指示を一つずつ出す。順番が分かるカードの指示。 

                  作業手順を図や数字で示す。 

＜合理的配慮の申し出，提供の流れ＞ 

① 配慮の申し出（本人及び保護者からの意思の表明） 

② 合意形成（本人・保護者・学校等で話し合い，具体的な内容を決定する。） 

  →個別の教育支援計画に明記し，個別の指導計画に目標や支援などを記入する。 

③ 合理的配慮の実施 

④ 定期的な評価・修正（行った配慮や支援について，本人・保護者・学校などで見直していく） 

 

☆ 子どもたち一人ひとり，だれもが違った個性を持っています。得意なことも苦手なこともあるの

で，中には，みんなと同じ方法，同じペースでは学ぶのが難しい場合もあります。そんなとき，視力

が悪い人がメガネをかけるように，その子にピッタリの方法が見つかれば，きっと学びやすくなる

はずです。子どもたちが学校で学びやすくなるための工夫が「合理的配慮」です。お子様のため

に配慮が必要だと感じた時には，お気軽に学級担任，特別支援教育コーディネーター（金子）にご

相談ください。 

「合理的配慮」の申請について 

 


